
佐渡市総合計画等の効果検証について

佐渡市総合計画の効果検証の実施目的について
• 総合計画は計画的な市政運営を図るため佐渡市の最上位計画※として位置付けており、基本計画に掲げた施策を効果的に
実施するため、毎年度各事業のKPIの達成状況などから効果を分析し、今後の取組に活かしていく。

佐渡市まち・ひと・しごと創生総合戦略においては、総合計画のKPIと一部重複しているため、
併せてご意見を伺いたい。

1

※平成23年の地方自治法の一部改正により、各自治体における計画策定義務はなくなったものの、本市においては議会の議決すべき事件として、
総合計画の基本構想の策定、変更又は廃止について条例に規定している。なお、地方自治法第233条５項により、決算を議会の認定に付するに
あたって、主要な施策の成果を説明する資料の提出が求められている。

（参考）佐渡市まち・ひと・しごと創生総合戦略の効果検証の実施目的等：
・ 地方版総合戦略はまち・ひと・しごと創生法第10条に基づき、国の総合戦略を勘案して策定するよう努めなければならないとさ
れており、その取組を推進するにあたっては、KPI の進捗状況を確認するとともに、外部有識者を含む検証機関や議会等による検
証のほか、住民からの意見聴取等を実施して、定期的、多角的な評価を行うことが重要とされているところ。
・ 佐渡市の総合戦略は、改定時のみ効果検証を実施

資料2
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後退 D 
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R６年度KPI実績※１

佐渡市総合計画 ３年目の進捗状況

総括：進捗状況は、やや後退

➢ 116のKPIのうち実績値が判明した106のKPIにつき評価検証を実施

➢ KPI全体の進捗状況は、
「達成A」＋「前進B」の割合が 45％（前年度49％）
「横ばいC」＋「後退D」の割合が 55％（前年度52％)

➢ 令和5年度からの１年間では
「達成A」 25％ ⇒ 32％ に改善したものの
「後退D」 18％ ⇒ 21％ に後退

ごみの減量、健康づくり、UIターン者数等のKPIの後退がみられたことが要因

■重点的・横断的な取組 主なKPIの進捗

45％

※１ 割合（％）は未確定事業を除く
※２ 前進BはR8年度までの改善幅を100％とした場合、R4～R8の５カ年で毎年20％以上の改

善を図ることと定義

■進捗状況
【達成A】実績値が目標値を上回り、達成した状態
【前進B】実績値が目標に向かい、現況値（策定時）から前進※２している状態
【横ばいC】実績値が現況値（策定時）から変動が見られない状態
【後退D】実績値が現況値（策定時）の数値より後退している状態
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５つの基本目標 KPI進捗状況
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前進 B 
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横ばい C 

48%

後退 D 
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将来像 トキの舞う美しい島

基本目標１
豊かな自然と共生した、
安全で快適なまちづくり

[防災・防犯、生活・環境]

評価D事業に対する分析

１．１人１日当たりごみ排出量
➢ 空き家の一斉処分で出た廃棄物と火災による廃棄物の受入れが多かったことが影響した。
２．リサイクル率
➢ 粗大ごみや埋め立てごみ増加により、ごみ全体数の分母が増えたためリサイクル率の低下を招いた。 3



５つの基本目標 KPI進捗状況

将来像 笑顔と長寿の明るい島

基本目標２
一人ひとりが活躍し、
いきいきと暮らせるまちづくり

[医療・介護・福祉]
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評価D事業に対する分析

１．医療技術者奨学資金貸与看護師の市内就職率
➢ 働く場の選択肢が増える中で、市内病院等への就職を選択しない方や市外就職が増えている。
２．肥満（BMI 25以上）に該当する人の割合
➢ 若い世代の生活改善が難しく、肥満割合が増加した。

達成 A 

42%

前進 B 

11%

横ばい C 

21%

後退 D 

26%



５つの基本目標 KPI進捗状況

達成 A 

23%

前進 B 

12%横ばい C 

47%

後退 D 

18%

将来像 文化の薫るおけさの島

基本目標３
郷土への誇りと未来への希望を
育むまちづくり

[教育・文化]
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評価D事業に対する分析

１．標準学力検査NRTで偏差値50以上の教科の割合
➢ 小・中学校ともに向上しているが、学校・学年により学力差が大きい。特に小学校１年生の学
力定着に課題が見られる。

２．健康・スポーツ教室・ウォーキング教室の参加者数
➢ １回あたりの参加者が14.6人から11.2人に減少。新しい種目の導入など、魅力あるメニューづ
くりを進める必要がある。



５つの基本目標 KPI進捗状況
将来像 働く汗の光る島

基本目標４
地域の活力と賑わいあふれるまちづくり

[産業振興・雇用]

達成 A 

36%

前進 B 

12%

横ばい C 

20%

後退 D 

32%

評価D事業に対する分析
１．素材生産性（１人の生産量)
➢ 機械の故障や大雨による崩落等により生産性が低下したもの
２．UIターン者数
➢ コロナ禍の収束により東京一極集中が加速化するとともに、
地域間での競争が激化している。特にIターン者が△41％と
減少幅が顕著 6



５つの基本目標 KPI進捗状況

将来像 人情と優しさのあふれる島

基本目標５
心豊かで明るい暮らしを
未来に繋げるまちづくり

[市民活動・行政活動]

達成 A 

56%

横ばいＣ

33%

後退 D 

0%

前進B
11％
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